

































of Christian Universities and colleges in Asia）日本委員会（2015.2.24）に出席
されたキリスト教主義学校のムスリム学生らへの対応の聞き取りを通じ、本学
での可能性を探る情報を得ることができた。
　2015年度の活動を通じて、2016年度は本学における「宗教リテラシー」のあ
り方、特にムスリム学生への対応（具体的には恒常的な「祈りの場」の提供と
ハラール料理の提供方法）を関係部局との情報交換や、今後の具体的な設備・
組織の必要性等についての話し合いを開始することとなった。
　そうした取り組みの中で、現在ムスリム学生への「祈りの場」、として一時的
に提供している部屋に代わる恒常的な「祈りの場」を本学G号館地下に新たに
設置された学生活動のための貸し教室を利用する可能性について話し合いを続
けている。また「実験動物」に対する「感謝式」的な式典の実施に関しては、
前川裕RCC主任研究員（本学理工学部専任講師・宗教主事）らが当該学部との
調整にあたり、本学らしいあり方を模索している。
　一方、前川主任研究員が昨年度ならびに本年度実施されたフィールド・ワー
クを通じて得られた結果（対象大学：本学と同規模で理系学部を持っている大
学ということで、上智大学、青山学院大学、立教大学を対象とされた）を「キ
リスト教主義大学における他宗教対応への取り組み事例―主にイスラム教への
対応について―」と題した本プロジェクト研究会（2017.2.10）で発表し、出席者
と意見の交換を行い、本学での応用の可能性について大きな示唆を受けること
ができた。
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ただ、時間的な制約もあり、十分なフィールド・ワークを行えたとは言い難い
面と、本課題を全学的な課題として共有すべきものとしての啓発が十分ではなかっ
たと言わざるを得ないのが現状である。またイスラーム以外の信仰を有する方々
への対応に対しては、今回は研究範囲を広げることをしなかったが、このこと
も視野に入れるべき重要な課題である。
　世界が自国の利益や「純血性」にこだわり始め、急速に多様性に対する寛容
を喪失しつつある今日、特にキリスト教主義というひとつの宗教的理念のもと
に創立されている本学が常に向き合う課題として「宗教リテラシー」という主
題は恒常的な研究課題であると思われ、さらなる研究とその実践に向けての取
り組みを行う必要性を改めて確認しなければならないと考える。
